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本論文は， 自閉症児を対象として音楽リズ、ム療法

(以下，音リ療法と称す)を行った。臨床的研究の報

告である。音リ療法という用語は私が始めて使用する

言葉である。音楽リズムの技法を自閉症の療法として

使用した根拠は，音楽リズムの内容が，音楽プラス動

き(踊り)であるから，セラピーの技法として適して

いるという考えからである。音リ療法を用いたもう一

つの理由は，乙れを保育の現場IL役立てたいというこ

とからである。つまり，幼稚園教諭，保育所保母とも

IL幼稚園教育要領ないし保育所保育指針IL示されてい

る音楽リズムを専門的IL履修しているので，乙の技法

を現場の自閉症的傾向の幼児lζ対する療法として用い

るととが可能である。今日，自閉的傾向の幼児は，幼

稚園・保育園において充分な指導が極めて困難な状態

である。このような現状に対して，乙の研究報告が，

解決策への手引にいくらかでも役立つことができれば

幸いである。

昭和58年，広島県内の幼稚園，保育所，施設 (400)

ケ所を対象ILアンケート調査を行った結果，音楽療法

を知らないという答えが，幼稚園関係で60%.施設関

係は36%(保育所関係を含む)であった。音楽療法は

意外に知られていないという実態が明らかとなった。

このように音楽療法は，絵画療法・運動療法・自然

療法等と共IL.最近脚光をあびてきた療法の一つであ

るというととができる。

日本における音楽療法研究者の一人である桜林仁氏

は「音楽療法とは何かというととILついて，私は非常

IL大まかIC.音楽による心理療法と，こういうふうに

いっておきたいのです。細かくはいろいろ問題がある

と恩いますけれども，結局，音楽というものが持って

いる心理的な働きかけ，そういうものを生かして，人

間の精神的・身体的健康を促進すると，考えていいん

じゃなL、かと思うのです。- ・-.11)とのべている。つま

り，音楽が人間ILひき起こす心理的効果，価値を根拠

として音楽療法に一つの意義を見出し音楽療法の可能

性を期待するわけである。

私が音楽リズムを指導する過程で感じた事は，音楽

リズムILは音楽の 3要素のリズムとは些かニュアンス

の異なるリズムがあることである。つまり，動きのリ

ズムがあるという事IC注目したのである。

音楽を聞くとき自然IL手足が動くことは，誰しも経

験することである。音楽の喜び楽しみは，歌うまた弾

く，聞くなどによって味わうことは一般的であるが，

それIL遊びを伴う動きが加われば，楽しみ喜びが倍加

される事実がある。その身体的な運動ICよって心のス

トレスが大きく発散し，心の健康につながることに着

目したのである。体と心の関係は密接なつながりを

持っている。したがって，身体的な動きのみでは成果

が期待できない。つまり. (歌+うどきJ(弾く+うど

きJ(聞く+うどき〕などの歌う弾く聞くなどの楽し

み，喜びの要素を取り入れてこそ効果があると確信す

る。幸いなととILは，自閉児は音楽IL対して並はずれ

た興味と音楽的能力を示す乙とが，自閉児IL関する音

楽療法の研究報告，医学的文献のほとんどに共通して

述べられている。

自閉児の特徴として，きく・見るなどの反応は至っ

て敏捷ではあるが，手足を使つての運動的な協応は個

人差はあるものの全般的には鈍くにが手のようである。
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なかには指の中でも特に親指の動きがきわめてスロー 音リ療法 :1979年7月1日-1980年3月31日

のゲースもある。乙の動きの特徴を少しでも改善する クライエントの紹介 (2人)

1(は音リ療法による訓練(例えば指あそび，ピアノあ ① U ・M(男) S 49年(1974) 8月10日生(5歳)

そび等)はもっとも有効なアプローチであるo 父(会社員) 母(主婦) 妹

小関氏も，ダイナミックプレイと称して次のどとく ② N・F(男) S 51年(1976) 2月7日生(8歳)

述べている。「ダイナミックプレイとして行っている 父(会社員) 母(主婦) 弟(小学生)

遊びは，すべて手や足を初めとし，からだ全体を用い

ながら，知覚・運動の機能的統合をはかるような遊び Uは6月より， Nは少し遅れて私の治療教室を訪れ

ばかりである。乙のよう!(ダイナミックプレイは，対 7月中旬から 2人一緒1(して音リ療法を始める。私の

人認知・対人関係を発達させるために，身体像，身体 教室1(入る以前， Uは広島大学東雲分校特殊教育研究

的部位のイメージアップを手足を用いた粗大運動1( 室で治療を受け，その当時広大1(通いながら，なお私

よって，楽しい情緒的刺激を与えるようなやり方でな の教室に入ったという事である。

される...1')と。 以上のように精神的にも身体的1(もそ NもUと同様，その当時，広島市精神薄弱児育成会

れぞれ効用が期待できるが，更に， ラポートが成立し (情緒障害学級) に通いながら私の治療教室を訪れた

易いという特徴が見られる。つまり，自閉症児の基本 のである。当時の特徴として 2人共不安定ではある

的な障害の一つに対人的認知の障害がある。小関氏も が， 一応言葉もあり，私に対して問いかけらしき行動

「対人意識を志向する情緒の発達が非常に遅れており， も見られ，又視線も合うという状態であり，私は，自

対人意識のある他の発達障害児とは根本的1(違ってい 閉症までにはL、かない自閉症的傾向のラインにあると

るのである。...13)と指摘しているように，対人意識・対 判断した。しかし，治療の過程1(おいて自閉症児特有

人接触は外見上金くみられなL、。つまり，視線が合 の現象である特定の或る事物に対しての異常な執着と

わないという乙と。一見，無視しているような状態が 固執傾向は毎Bのように表われるという状態であった。

ある。 「おはよう...1 ，-今日は」 というようなコミュニ しかし，音リ療法によって，その傾向もだんだんと薄

ケーションが全くないという基本的な大きな障害があ れ，音リ療法がきわめて効を奏したと考えている。

る。それを音リ療法1(よって，少しでも人間的な情緒

的関係の成立をはかるのが狙いである。つまり，音リ

療法によって， ラポートの設定と治療保育の2つを同

時に可能!(してい乙うとするのである。「自閉症児1(

は言語的コミュニケーションが出来ないので，その代

りとなる音楽，つまり非言語的な音リ療法を手段とし

てラポートをまず成立させるわけであるo そして，音

リ療法 Kよって， 先1(述べた精神的・身体的にかか

わっていくプロセスを取った次第である。」 療法の順

序としては， 先ずラポートを確立し， 次第に， リー

ダーシップを取る乙とが治療保育の成立に必要である。

次1(，音リ療法の内容の説明にはいる。

それは，幼稚園教諭免許取得!(必要な「保育内容の

研究」の一つである音楽リズムが基本となる。音楽リ

ズムを一口にいえば「のびのびとした表現活動を通し

て創造性を豊かにする乙と...1')その創造性を目標とし

て 5つの表現活動の指導をするという ζとである。

その歌う，弾く等の具体的な活動内容については，今

更あらためて説明するまでもないと思うので省略する。

次1(，臨床報告に入ることにする。

11 治療経過 1979年7月-1980年4月

1979年7月-9月

Uは，私を無視して数字のつくものばかりに興味を

持つ。カレンダー，時計，テレビのチャンネノレ等であ

る。乙の固執傾向は約10ヶ月位続く。又，一寸油断す

ると， ドアーを閉めずすぐ屋上に勝手に出てしまう。

しかし数ヶ月後は必ず自分でドアーを閉める。乙の治

療教室は自分を受容してくれる落ちつける場所だと認

知したのではなかろうか。しかし，こちらの言葉は全

然通じない。

Nは， すぐに鏡を見て自分の姿をながめる。 (表情

を豊かにして)私が鏡の前の椅子1(座ると，たまげる

ような悲鳴に近いキイキイ声で私をたたく。これが1

ヶ月続く。

3週間後，部屋から見える「山一謹券」のカンパン

を見るとすぐに大きな声で 「山一謹券・山一護券」を

連呼する。

Nがパニックをお乙せば，私が 「山一設券」と言え

ばすぐに機嫌がなおる。

Nの初回の印象は，理由なく突然に泣き出した乙と
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である。それは曲を聞いている時K!!

Uは， 日曜日 Kセラピーをすると部屋K入ったとた

ん泣きだす。大きな声で「ゴルフ，ゴルフ」と大粒の

涙を流して泣くのである。つまり， 自宅K父親がいる

「赤いくつ」を好む。 固執行動として 「ままどと」遊

びの音楽になると，すぐ鏡の前Ir立ち，自分の顔を眺

めつつ手拍子を打つ。最近は，その次の曲でも手拍子

を打つようになる。

ので出たくなかったのである。

Uと父親のコミュニケー ションがよくわかる !!

Nは時々私の顔Ir自分の顔をすりつけるし ぐさをす

るo 機嫌のよい時である。親愛の情を示しているよう

である。 Nは音楽のムードにひたる瞬間がUよりも長

第 1回(1979年10月15日) いが，時々，ある曲「ままごと遊ひ:...1の時には手拍子

Uはだいたいレコードの中の曲の順序を知っている。 を打って楽しむ傾向が強い。

Uは「どうぞ」という言葉あり(タンプリンを渡す ※ピョンピョン・・・私と一緒K手を取りあって，ス

時等)。 キップしながらグノレグノレ円を描く動作である。

N，しきりにレコートコ レコードと要求する。 (Uが

遅れてきたためである) 第4回(1979年10月29日)

N，おもちゃ遊びの時には必ず鏡を見て手拍子で打 N，今日休み。

つ。そのきっかけから，次の曲も手拍子で打つように U， Nの休みの乙とを知っているようで， 一寸淋し

なる。ただし毎日というわけではない。 そう。例によって母親K外K出てもらう。

私と二人きりになる。小さい声で「二人きりになっ

第2回(1979年10月20日) た」とつぶやく。

本日はNが休み。 レコード鑑賞Ir入る。曲を聞いていないような顔を

Uは íN君がいな~'.Jと言って少し淋しそうである。 していても，その実ちゃんと注意力をもって聞いてい

Uは平素かけるレコードの曲の番号をすべて暗記し る。

ている。おどろきである。つまり数字への固執である。 次K，弾く活動として，今日はピアノを初めて両手

「二人きりになったね」といつものように話しかける。 で即興的K歌いながら，つまり弾きがたりをするかの

帰る時「レコードさんさよなら」と呼びかけをするo ようなしぐさをしてみせる。今日は全般的K調子がよ

いようである。

第3回(1979年10月25日) 最近， ロッキングチェアを喜ぶようになる。 乙の時

U，笑顔で入ってくる。まず，聞く活動のレコード ばかりは何を指示しても受け答えをしてくれる。乙の

鑑賞に入る。 時が治療する一番よいチャンスである。

U はNKiとうぞ」といってタンプリンを渡す。

Uは音楽を無視しているかのごとく見うけられるけ 第 5回(1979年11月1日)

れど，大体，曲の順序を知っている。レコードを聞い 今日Nが休む。 U，今日は一人でも前回のようにあ

ている証拠である o まり淋しそうではなかった。

「おさるのかどや」がかかると，“ピョンピョン"を レコード鑑賞は，今日は幽を変えてみたので，興味

要求する。けれども近頃はロッキングチェアを要求す を示したようである。両手でピアノを弾くまねをする。

る。乙の時ばかりは私の言葉をよく理解して反応する。 ピアノの模擬演奏である。そのきっかけはよく知った

近頃は，オペラ式で問答唱すれば，意外と反応してく 曲がかかった時である。

れる。 今日はUとずいぶん話をした。 UはクイズIr興味を

そしてUは固執傾向がある。ステレオのダイヤル 示している乙とが今日わかったのである。つまり，話

(数字)を動かす!!又，音楽がかかるとUはドアをし の内容はクイズのととばかりである。ほんとうによく

める。最近，音リ療法の指導の際は全部窓をしめて行 受け答えをした。乙の受け答えの中でクイズ以外のこ

う。効果あり。 とを話して突然大きな声で「数字の歌を歌って下さ

N，相も変わらず，私の顔を見ると「山一護券」を い」と要求する。すぐにピアノを弾いてやると，いつ

連呼する。 までも大きな声で歌った。乙れは成功した一つのパ

最近， Nは， レコードをかけるよう要求する。特K ターンである。
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今日は途中で少女A (7歳)と一緒IC行った乙とが である。母親ICよれば治療効果がではじめたというと

よかったと思う。つまり，普通児の混合保育の形態が とである。自我にめざめ始めてきたのではー? つま

効を奏したのかもしれなL、。 り行動1<::イライラが出たり，又ある時には落着いて行

第6回(1979年11月5日)

二人揃ってくる。

N，今日は一人言を大きな声でよ くしゃべる。「お月

さんおやすみ」とか，学校で放送されたものを丸暗記

をして一人言をしゃべるのである。例えば「そうじ 5

分前ですJ 'きれいにていねいにそうじして下さい」

とか・・・・・目。

今日， レコード鑑賞の曲目を変えてみる。 N，始め

て聞く曲の中で淋しい曲ICはやはり泣く。今日は2回

共泣く 。私がすぐ「山一謹券」を連呼するとすぐ泣き

やむ。

次ICピアノでハ長調の音階を弾かす。Uは何回でも

私のいうことを聞き，そして弾く。Nは二回きり，三

回目は強烈ICいやがる。

私がUの指を使って「むすんでひらいて」を弾く。

静かに口をあけて，よだれを流しながら見ている。帰

りぎわに「先生サヨウナラ J 'レコードさんサヨウナ

ラ」と挨拶する。とれはレコードそのものに愛着・興

味を覚えたのではなし、かと考えられる。

第7回(1979年11月8日)

!VJするということである。ピアノは 「むすんでひらい

て」の 「ミミ レドドレレミレド」まで弾けるようにな

る。

:帰る時，私の靴を下駄箱より出してくれる。 乙の

とっさの行動IC驚きと期待をおぼえる。

第9回(1979年11月15日)

今日は二人とも来る。Uは風邪気味で調子が悪い。

Uの調子の悪いという根拠は， ①まず笑顔がなく，

②アチチ(お灸の事)と言えば泣き出す。調子のよい

時は笑顔であり泣きもしない。又，調子の惑い時ほ

「どうぞ」もなく棺手IC黙って「ポン」と物を投げつ

ける。

今日，普通児Aと一緒に行う。

N，今日 2回泣く。喜 ・怒・哀・楽の哀を表現した

のであって，別に気にもとめない。乙の事はむしろ自

己表現であって喜ばしい表現であると考える。

近頃，私IC対して筋道の通った話しかけをするよう

IC なる。

Uのダイヤノレの数字いじりが今日はなかった。よい

傾向だ。

乙の日， レコードを変えて，モーツアルトのシン 第10回(1979年11月19日)

フォニーをかけてみる。Nが拒否反応を示し，いつも N休み。

のレコードをかけてといいたそうな表情で訴える。平 U，今日はUの妹と一緒にくる。

素のレコードをかけると表情は笑顔になり満足そうで セラピーに入る前，妹と言い合いをして， Uは一寸

ある。 したパニックを起こす。

あとは，いつものパターンで別に取り立てて言うこ その時点から「火事になる」といって泣く。その不

ともなく，乙の治療教室にくることをUは喜んでいる 機嫌状態が続く。今日，度々「火事になる」といって

ことを母親から知らされ喜びを感ずる。 泣く。 その意味はわからない。 しかし「ピョンピョ

ン」と「ロッキング」はうれしそうに行う。途中，私

第8回(1979年11月12日) が怒るとピアノの片すみに逃げる。自閉症児特有の逃

今日，N休む。 U，今日Nが休みなのにあまり淋し げかた。

そうでない。普通児A7歳少女がいるせいであろう。 カレンダーをさして '11月29日(木)は終り」と

今日のレコード鑑賞は動きを伴なったものを長く 時々言う。調べてみると， 29日(木)がセラピーの最

(15分位)つづけた。 終固となる事がわかった。今夏の如く数字への異常な

Uは遊びの中で，鈴をAIC 'どうそ'J とはっきり 興味をもつことに驚く。

いって渡した。そのあと，ロ ッキングチェアで例のど

とく機嫌よく行う。 第11回(1979年11月22日)

このロッキングチェア，ピョンピョンは私の治療教 今日は親との話し合いをする。

室のみで，家 ・保育所ではやらないという母親の言葉 内容①対人関係における変化について!!
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② 日常生活習慣ILみられる固執性の減少に

ついて!!

③ 音楽IL対する好みの変化について!!

① 睡眠時間の乱れと不機嫌の状態につい

て!!

色々話がはずんだが，結論として，よい傾向になり

つつあるとの事である。ほんとうに心からよかったと

思う。

今日 2人揃ってくる。今はUは不機嫌と親が申し

出る。しかし，私が見る所あまり不機嫌ではないと感

じられる。

レコード鑑賞をAと一緒IC行う。

U，ダイヤノレを回す。久々に U，玩具遊びをする o

歌， 4人で歌う。N，手拍子を打つ。珍しい乙とであ

る。今日Nはuがレコードが回っているのを止めよう
とするのをいけないという表情で阻止する。乙れは驚

きで善悪の分別が出た事である。

又，Nの親の話であるが，昨夜夜中IL弟をつれて便

所IL行き，その時，電燈をつけ，帰る時はきちんと電

燈を消して寝た。という報告を涙で話された。親の気

持ち察するICあまりあり!!

N，母親の顔をみると「みなさん，さようなら.J，-先

生さようなら」という常同性があり，今日Nの親がわ

ざと顔をみせなかった。しかし，顔をみせるとやはり

「さようなら」 の連発である。固執の常向性をあらた

めて見直す。

第12回(1979年11月26日)

2人共来室。

今日， Nよく反応する。具体的には，ピアノ IL合わ

せてよく身体表現(手拍子)を行う。又，ピアノ活動

で「むすんで」を一緒IL弾いてやる。いやがらず私の

手にまかせる。今日は， Nが私IL話しかけた時，私か

らNILニッコリ笑ってみせたのが効果があったようで

れに対して色々と反応し，新しい反応を示す。ある曲

の中の 一部一乙れはクライマックスにあたる所であ

るーその山まで到達するのを手拍子でクレッシエンド

を表現したのである。曲はキングレコードの川、っす

んぼうし」である。乙れは音楽的才能の発見である。

最近， Uは全く外IL出ない。最初の頃はよく外IL出

たものである。しかし，Uの行動を強く強制すると，

たまたまではあるが，外IL出ることもある。

今日は音楽ILよって uと私が曲の山lζ対して感覚
的・感情的IL高められ，結びつけられ，生き生きとし

た感情の交流を感じ，深い喜びと充実感を体験する。

音リ療法IL対して，今日は最も深い意味を感じるひと

ときを体験した。

N，ピアノ IL対してよ く手拍子で反応する。今日一

回のみ「山一証券」を発する。

第14回(1979年12月6日)

二人共出席。

レコード鑑賞は，今日もUのためにキングレコード

をかけてやる o やはり，前回と同様相当興味を持ち，

ステレオの前ICずっと座り，私の打っさまざまの手拍

子のリズムを模倣しながら，又知っている所は声を出

して歌う。音リ療法の効果が出はじめたせいなのか。

又Uはピアノの前IL坐り 「ソの下はファ，ファの下は

し ミの下はレ」とはっきり言葉に出して弾く。乙れ

には驚いた。

今日， Uは相当普通児l亡近い反応を示した。

N は私IL対して機嫌を取る様なしぐさを時々表現す

る。つまり，ニヤニヤ笑いながら自分の手を私の顔IL

あててしゃべる。「今日はね，先生」という決ったパ

ターンである。

ピアノ IL対しては， Nの方が手拍子でよく反応する。

Uは時々歌う程度である。

ある。 第15回(1979年12月10日)

U，今日，数字の歌によく反応する。又，両方とも 今日N休む。今日のUは，レコード鑑賞は心なしか，

「おへんじ」の歌でよく返事をする。 との事，重大で つまり一人なのであまり熱が人らない様であった。も

ある。つまり「うた」を通して学校適応を培ったケー うキングレコードも飽きたのか?

スである。 しかし，時々声を出してはっきり歌う時の表情は嬉

し全うである。音リ療法の価値が感じられる一瞬であ

第13回(1979年12月3日) る。今日Uの母親が，幼稚園で音楽ILよく反応する。

2人そろって来る。 つまり， 音楽IC大きな関心を示して行動するように

例によりレコード鑑賞を始める。そして次に私が積 なったと言って喜ぶ。

極的IL色々リズムを使って手拍子で表現する。 Uはそ 又，今日，例のピョンピョンはいかにも楽しそうに，
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うなり声の様な声を出して喜んで行動する。最近ロッ U，キングレコードの歌詞を読みながら， 大きな声

キングチェアはあまり好まなくなった。 で鈴を嬉しそうに振りながら歌う o Uの指名する曲を

ピアノはいつもの通りに弾く。私のピアノ K対して， 弾いてやると，大きな声で一番から五番まで通して歌

手を打つようにと言えば，短い時間ではあるが打つ。 う。私のピアノ K合せて歌うのは，今日が始めてであ

又，時々歌う。 る。

第16回(1979年12月13日)

今日 2人揃う o 木曜日はAと共K3人である。

U，今日もキングレコードの曲Kよく反応した。 今

本当IC最近，毎回ごとに治療の効果があるように思

える。一回一回普通児の状態に近づくことが非常に嬉

しい。大きな発展である。

日のリズム反応は前回よ り音楽的である。一回一回り 第20回(1980年1月7日)

ズム打ちがうまくなる。今日は私の手拍子を見て模倣 N，休み。 U，今日キングレ コードではな く他の童謡

打ちをする。親も療法の効果が出たと喜んでいる。 を自分で指名して聞く。

N，いつもと同じで，別K目立つ事もなし。しかし 今日びっ くりした事は， メロディ ーを階名唱法で

Nは私との関係を N自身から或る行動(笑顔 ・あま 歌った乙とである。それもある程度正しく歌うととで

え顔)を持って私Kコンタクトを示す。いい傾向であ ある。そして，いつのまiとか音感が入っていた事であ

る。 る。今日はどの曲も階名唱法で歌う。又，ピアノで色

色な曲を弾く乙とには二度びっくりした。最近は私の

第17回(1979年12月17日) 言うことを聞くようになった。つまり，聞き分けがで

2人共定刻IC来る。レコード鑑賞 u相変わらずキ てきた。今日は，はっきり 「おめでとう」と頭を下げ

ングレコードK興味を持ち反応し続けるo 歌も多くな て私K新年の挨拶をした。

り言葉も多くなる。喜ばしい傾向である。しかしNは， 最近はピョンピョンをしなくなった。乙れは私が，

昔話の童謡にはあまり興味を持たない。その他，いつ させない様にしたのである。つまり，ピョンピョンの

ものパターンで変化なし。 動きを続行する時間Kも，私の体力的限界があるから

Nの母親は喜ぶ。つまり，最近は言葉を出す前IC， である。

一寸考えて出すような傾向Kなったと喜ぶ。思考とい

う言葉がNK当てはまれば，私にとって最大の喜びで 第21回(1980年1月10日)

あるが ? 今日 2人でくる。

第四回(1979年12月20日 N，久しぶりか， 私lζ親愛の情を示す度が深い。つ

N，休み。 まり自分の手で私の顔をなでながら話しかける。平素

U，一人， しかし淋しそうな顔ではない。 そして， あまり私K対して無い行動である。

Nの休んでいる乙ともよく理解している。 U，一回 N，今日， 手拍子で2回音楽表現する。依然として

回の音リ療法で普通児K近いような行動K成長・発展 打つ回数少なし。

していくのが，毎回のセラピーでよくわかる。 uは相変わらず一人言をいいながら音楽を聞く。
具体的には， レコード鑑賞の時lζ 「し、っすんぼう 今日からNは親指のみを使ってピアノを弾く様指導

し」の曲のクライマックスの時，鈴を手からはなし， する。つまり，今日始めて母親より話を聞く 。Nは平

私の手拍子をまね 「ガンバッテ」と大きな声で叫ぴな 素あまり親指を使わないということである。ピアノに

がら手拍子を打つ。 よって親指を使う様lζ練習させることにする。

今日， レコード鑑賞の時に部屋中をとびまわりなが

ら自由な身体表現をする。との表現は今回始めての行 第22回(1980年1月14臼)

動であり，私のいう乙とを理解している様な自然な動 N，休み。

きを感じさせた。 今日，新しい行動が見られた。ピアノの指導の時K，

私が 「むすんでひらいて」のメロディーをオクタープ

第19回(1979年12月27日) 下で一緒に弾いてやると，次K自分一人でメロディー

N，休み。 を両手でさぐりながら「むすんでひらいて」を弾く。
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笑顔一杯で弾く様子Kは胸を打たれた。 第27回 (1980年2月4日)

2人揃う。今日， N久しぶりにあったので，いつも

第23回(1980年1月17日) の様に非常K私K親愛の表情を示す。又，今日Nは言

U，休み。 Uの母親より電話あり，教室K来る途中， 葉がいつもよりまともな会話があり，嬉しく思う。つ

迷子になったが，しかしすぐ見つかったという事であ まり，自分で大きな声で 「手を洗う」そして洗った後，

る。 私が 「手をよくふいたのか」と問えば「うん先生，よ

今日， Nは始めからレコードをかけてくれと泣く。 くふいたよ」とすばやく間を置かず答えるといったふ

つまり私はUがまだ来ていないので，一緒K聞かせよ うである。今まで，この様な会話がなかっただけに，

うとちょっと中断していた時である。今日は或るメロ 一つの治療の効果があったと考えられる。

ディー(音域高く， moll調である。楽器は琴である) その話を母親に知らせると，ここ数日，家でもその

になると，たびたび泣きだす。反応が強L、。 ょうだと嬉しそうに話す。

ピアノ遊びが親指で行えるようになる。前回あたり 今日 U始めて教室で大使をする。いつもは必ず家

からNはお気に入りのレコードiとなると，家から持つ で用をたして教室Kくる習慣がついているのである。

て来たあるパンフレットを離さず，レコード鑑賞の間 母親K知らされたことは，紙でふかず，手でふき，も

中それを見ながら聞くのである。 て遊ぶという事である。これも自閉児の一つの特徴で

第24回 (1980年1月24日)

U，休み。N，例の暗い曲を聞くと， U，Uと名前を呼

びながら泣く。やはり， 一人ではいつもより余計に悲

しい状態Ir見受けられる。

今日も親指でピアノを弾かせる。

或る mollの曲で泣く事は，音楽K反応していると

とである。音楽に反応することは，マイナスではない

乙とは確かである。今日， この状態(泣いている状

態)の後，私がわざと，力強く手拍子を打っとNもそ

れにつられて強く打った。との事は新しい反応である。

第25回(1980年1月28日)

N，休み。 UはNがいなくても， あまり平素と変わ

らないが，その実，結果的K見ると反応があまりかん

ばしくない所から，やっぱり淋しいのではないであろ

うか。「ピョンピョン」は相変わらず喜ぶ。 しかし，

私の体力がついていけない。

第26回(1980年1月31日)

N，休み。今日は非常に驚きの私であった。それは，

私のピアノ K合わせて， Uがドラムとシンパノレを叩き

ながら「浦島太郎--'，-花咲爺さん」を歌った。 シンパ

ノレ・ドラムは私の指示ではない。自発的な行為である。

ドラムとシンパJレを交互に打つことも驚きであった。

Uは心そこ音楽が好きなのであろうか。否，自閉児は

本来音楽が好きであることを，私は確かに見たわけで

ある。

ある。

第28回(1980年2月7日)

2人揃う。今日Nがレコードの中Irある鳥の声K非

常K恐怖を覚えたのか，又きらいなのか，泣きながら

レコードを自分で止める。しかし，すぐ平常の表情に

かわる。(つまり曲目が変われば)

今日Uをつかまえながら，又おどかしながら(オー

プン・オーブン)ステレオの前Ir強制的に坐らせた。

これは学校適応のためでーある。

※オープンと言えば極度K恐れる。

Uが興味・関心を持つ対象物に示す時間的度合は，

漸次変化し，子供自身が各回のセラピーごとに変容し

てくれる。或る時は長く，又或る時は短かくという風

に。同時KUの自発性・積極性・行動意欲が増加しつ

つある傾向が見られる。

第29回(1980年2月8日)

Uは休み。今日，私が手拍子を打って，それをNIこ

まねさせる。よくついてきた。ただfつを早くすると，

Nは早くできないので一寸いやがる。リズムは， J， 

正1/つが意外にもよくできた。

今日，私が気づいたのは moll調の曲で，特にパイ

オリンの高い方の音がすると，泣くことである。

その他，別Kいつもと変ったことなし。

第30回(1980年2月25日)

今日， Uは私K積極的Kアタックしてくる。つまり，

私K手をつなぐようにと意志表示して行動する。顔は
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嬉しそうで元気そのものである。乙れが自閉症児であ 第34回(1980年3月17日)

ろうかと信じられない気持ちだ!! 2人揃って来室。今日は私と 3人で輪を作り身体表

今日もUはドラム， シンパノレで反応する。乙れが2 現する。N，どうにか音楽1[合わせてついてきた。今

回目でる。 日は成功する。ζれは，乙の先ずっと一つのパターン

今日 Nはよ く泣く。 何かの心理的影響なのか一? として行うつもり。

手拍子は二人共，私の手拍子をよく模倣する。 私が熱意・愛情をもってセラピ-1[あたれば，当然

N，川の音・虫の声等のレコード1[非常1[恐怖の色 の結果としてよいものがはねかえってくることが，今

を表わし泣き叫ぶ。「レコードを止めよ」 という風IC 日実感として受けとめられた。

私1[指示する。何故であろうか.....今後の課題。 U，時々大きな声でレコードに合わせて歌う。 印象

的であった。

第31回(1980年2月28日)

N，休む。今日はAとU二人で行う。 第35図(1980年3月24日)

今日の新発見はUが動きの活動が活発1[，且つ積極 N休み。今日Uは初対面の普通児s(男子8歳)と
的1[出来るということだ。つまり，円のまわりを手拍 一緒1[行う。Uにとって相手がAであろうと Sであろ

子でAの後について歩き，又走る。それも，私の手を うと関係なしICレコード鑑賞をする。しかし，心持ち

借りず一人で行動するととである。次からは，乙れを Aとセラピーを行うときと，やや趣きが違う感じがあ

大いに活かせば音楽リズムの活動そのもので，自閉症 る。やはりコ ミュニケーションの関係であろう。その

児1[対する明るい展望がもてそうである。同時I[Nも 他は従来の雰囲気と同じである o

乙れに沿って行動を起してくれれば大成功lてなる。 今日は挨拶を課題として指導する。又， レコード鑑

今日はA (普通児)とー絡に行ったことで成功した 賞の時ICステレオの前1[行儀よく坐らせるo 乙れも課

といえる。 題治療として，治療教育の一環である。

又新しく発見したのは，本人が嬉しい時には私の顔

を否，私の目をたびたび見るのが印象的であった。 第36回(1980年3月27日)

N休み。今日はA普通児と一緒1[セラピーする。

第32回 (1980年3月7日) 今日も積極的IC音楽1[合わせて身体表現する。又，

N休み。 UとAで音リ療法を行う。 大きな声で歌をうたう。 日本昔話の歌曲集がいい。

今日はUとAが互いに手を取りあって，輸に沿って (花咲爺さん等)

スキ ップ，ギャロ ップをする。相変わらずうれしそう その他，いつものセラピーと同じ。最近Uは音リ療

な表情である。 法が終ったら人形遊びをするようになる。その人形遊

今日， UIC聴音を指導する。正確におぼえている音， ぴの間，私がピアノ(童謡)をどんどんと B・G・M

そうでない音もあるけれども，今後の聴音指導1[期待 として聞かせている。

がもてそうである。 今日 Uのはっきりした言葉は次の 言葉である。

手拍子の模倣はNのようにうまくやれなL、。 ，コレをあけて下さい.J'石川先生サヨウナラ」早く快

来週はト音記号の書き方を指導する予定。 くなってくれる様，祈る気でいっぱい!!

第33回(1980年3月10日)第37回(1980年4月10日)

N休み。今日Uのセラピーできず。原因はセラピー 今日，見学者一人あり。Uは知らん顔であるが， N

1[来る途中，胸の「パッチ」を転んでこわした事であ は「今日は」と話しかける。Nはこの点普通児と同様

る。今日は，そのショ ックが強いのか泣く時間が長い。 であるo

その時の母と子のやりとりを見たが，子をなだめるの 今日，遊びの時いつものように輸を作って回る時，

1[理屈，理屈の一点ばりでなだめるのは，どうしても ふだんは私が中に入り手を取り合って回るのであるが，

理解の出来ないシーンであった。乙の母親にもカウン 今日は子供同志だけで回らせた。乙の事は，いつも教

セリングが必要だと考えさせられる。 師対子供の関係ばかりでは，将来学校適応1[いい結果

をもたらせないと考えた結果である。
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今日，乙の教室を閉鎖する乙とを母親IL話したら， ると必ずご機嫌になる。パニックを起乙せば一人Kは

非常に残念がり，是非続けて欲しいと強L、申し入れが 数字， NILは 「山一詮券」とやればパニックがおさま

あった。しかし，私の方の実情を話し，納得してもら るというわけで，二人ILとってこの固執傾向が本人自

い，今後の再会を必ず約束して了承してもらった次第 身のためにもなっている。しかし，この傾向をみだり

である。 に使うことは固執を助長する結果になるので，パニッ

III 結果および考察

今回の音リ療法は， 音楽リズムのなかの歌う・聞

く・動く・つくるの活動をその日の子供の状態ILより，

或る時は歌を中心IL，又聞く活動を中心ILやるという

内容である。大体においてのセラピーは，先ず聞く・

動くの活動から入り，歌う，そしてピアノを私と一緒

IC弾くという順序であるが，何ILウエイトをおくかは，

その日のコンディションによる。平均的に言って聞く

+動くのペアIC弾く活動を入れたのが，一番スムーズ

IL入れた活動である。

聞く活動の曲の種類は，幼稚園，幼児学級で習って

くる歌，つまり童謡・学校唱歌の 2種類である。そし

てリズミカルな曲になると，動きを加えて一緒IL私と

行動するというパターンである。聞く活動では，一人

はロッキングチェアで，一人はお行儀して聞くという

スタイノレで各々特徴のある聞き方である。

曲IL対するリクエストは，最初から中頃ILかけては，

乙ちらのかけるレコードを聞くということであるが，

後半ILなると臨床記録で報告したよう IL，自分の意志

ではっきり曲を指定したととである o すばらしい変化

と考える。歌の方も，私が一方的に決めてどんどん弾

り語りで歌うのであるが，子供は興味のない歌には，

ただ黙って部屋の中を走ったり，歩いたりするパタ ー

ンである。しかし，その歩くテンポは曲のテンポIC合

わせている。そして，セラピーの15回目あたりでUは

数字の歌， Nはおへんじの歌IL異常な興味を持ってい

ることがわかったのである。それ以後，子供たちがパ

ニックを起したときは，その曲ICよってセラピーがた

すけられたのである。つまり，その曲を弾けばたいて

いの場合パニックがおさまったのである。又私がある

課題を出す時の導入にも，乙の曲を利用すればたいて

いの場合成功したのである。又本人達を元気づける時

にも返事をさせる時ICも，その曲が大いに役立ったの

である。

固執傾向としては，数字のつくものがあれば，当分

その前から離れないのがUである。 Nは部屋から見え

る証券会社のカンパン，つまり「山一謹券」を見ると

すぐに大きな声で「山一謹券」と連呼する。又鏡を見

ク以外ILは，みだりに使わないよう IL心がけた。そし

て，乙の固執傾向はセラピーの最後まで続いたが最初

の頃の傾向とはだいぶ違い，執着時聞が短かくなった。

次ILピアノを弾く活動であるが uは一回毎の指導
IC対して，どんどん技術を習得してゆくかのごとく見

られた。報告にもあるような実態である。音感も次第

IL確かICなる。おどろくべき能力である。集中時間は

最初の頃は 3分程度であったが，とれもだんだんと時

聞が長くなっていった。ピアノを弾かせるのは私がU

の指先をもって一緒IL弾くという要領であるが，最後

の頃のセラピーでは一人で弾くという事も度々あった。

一方Nの方のピアノ指導の目的は，親指があまり動か

ないので，親指のみで弾かせるよう IL努めた。 Nの方

はUのようにあまりピアノ IL関心がなく，一，二分続

けばよい方であった。乙の持続時閣は最後まで変わら

なかった。しかし，親指の動きは当初よりもしっかり

してきて最初の頃のように一見だらりとした親指の状

態は消えうせた。乙の指導も効を奏した例であると確

信する。

動きの面であるが，報告にピョンピョンとあるのは，

子供の手を取ってスキップのリズムで大きくとびはね

させるのである。この動きはUの得意の動きで， これ

をやると，非常にど機嫌がよくなる。その状態は，う

なる様な声でとびはねるのである。しかし，乙の動き

は私の体がついていかない。つまり上ILとぴあがる時

に私がおもいきり相手の手を上に上げてやらなければ

ならないので，長く私の体力が続かない。乙れをやれ

ば喜ぶ事がはっきり予測できるので，ついピョンピョ

ンになるのであるが，乙れはラポートを成立させる期

間は有効であるが，成立後はだんだんに止めさせるよ

うILもって行くべきであったと反省している。私の体

力の限界を無視してはセラピーも成り立たないし，又

子供の固執・常同性を助長する恐れが多分にあるとい

う反省である。

セラピーの途中， 10回位で正常児をなかに入れてセ

ラピーする。最初から二人ともAを拒否する乙となく

スムーズに受け入れた。同じ年頃のせいなのか。しか

し受け入れたとはし、え， 15回ぐらいまでは少し拒否気

味の様子が見られたが，回が増すごとILお互いの人間
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的な触れ合いが随所K見られた。up::至っては， リズ

ム楽器を受け渡しする時は，ただ，だまって渡すので

はなく「ハイ， コレ使って下さい」とはっきりとした

言葉で表現し，又セ ラピーが終了すれば 'Aさんさよ

うなら」と挨拶するまでK至り，統合保育が成り立っ

ととを現実lζ経験したわけである。障害児との統合保

育は賛否両論があるけれど，一応良い結果が得られた

わけである。

今回の音リ療法Kより， ラポートの設定K成功し，

セラピーの最後のほうでは，セラピーが受容からリー

ダーシップを取るという経過であるが，治療効果は多

分にあったと確信する。まず，二人共音楽K合わせて

表現する動きは正常児と同様になる。また， リズム楽

器で音楽K合わせるととができるということである。

Uは最終的にはピアノが弾ける様になりNは親指がい

くぶん丈夫ICなる。それと平行して，数字，山一詮券

への固執もうすらぎ，挨拶という日常生活の基本的習

慣の課題も受け入れるといった効果は，治療保育がで

きる乙とを立証したわけである。しかし，今回の事例

は自閉症的傾向の対象であって，重症の自閉症児であ

れば，そうたやすくラポートも成立せず，治療保育が

一層困難fCなることは，当然である。

IV 要 主句

セラピーは，歌う・弾く・聞く・動く・つくるの活

動を，その日の子供の状態K応じて用いるという方法

をとった。通常は， 聞く・動くの活動から入り， 歌

う・弾くという順序をとるが，何Kウエイトをおくか

はその日のコンディションによった。

治療効果としては，自閉症児のもつ固執・常向性の

出現頻度の減少と解消，基本的生活習慣の向上，対人

関係におけるコミュニケーションの成立等が見られた

乙とである。セラピーをはじめた頃のUがも っていた

目K見える範囲内の数字K対する固執性， NK見られ

た「山一設券」の看板K対する固執性は極めて強く，

治療にはいるのに極めて困難な状態であったが，セラ

ピーの中頃14，15回頃からその傾向が徐々に減少し，

日によっては表われない乙ともあった。同様K，排尿

や食事の習慣，挨拶等のコミュニケーションも著しく

改善できたのである。以上の結果， 一つの試みとして

の音楽リズムによる自閉症的幼児のセラピーが成立す

る乙とを立証し得た。乙の研究は今後継続して行いた

いと考えているが，現段階Kおいても，乙の音リ療法

が保育現場lておいて役立つことを確信している。
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Summary 

This paper r巴portson an experimental practice of a therapy “musical rhythm th巴rapy"，which is 

nam巴dand has been developed by the writer through his long teaching experience in th巴 areaof earIy 

childhood education， to remedy autistic children. 

The writer was motivated to develop this therapy in 1978 when the handicapp巴dchildren's education 

became compulsory at public schools. In rec巴ntyears， the number of kindergartens and nursery 

schools which play a leading role in the handicapped children's education is increasing. But the 

special巴ducationprograms for those handicapped children hav巴 notbeen well estabIished y巴 inthe 

area of earIy childhood education， hence there is a confusion among kindergarten and nursery school 

t巴acherswho do not hav巴 anyeducational background in that ar巴a. Thus the writ巴rintends to im-

prove the special education programs for th巴handicappedchildren and also to h巴lpthe teachers in the 

area of special education for th巴futureby reporting th巴casesof a clinical study of the rnusical rhythrn 

therapy. 

Disappearing of fixation or obsession and forming of better living habits， though it had been very 

gradual， had been observed among the autistic children who underw巴ntthe musical rhythm therapy as 

its therapeutic value. ln on巴 case，for巴xample，the child was obsessed with num巴ralletters， h巴nce

everything which had numeral I巴tterson it had to be rernoved from the th巴rapyroom. How巴ver，of 

course， it was nearly impossible to remove even the numeral letters on the channel of the television s巴t

in th巴 roomfor each th巴rapy.In another cas巴， the child was obs巴ssedwith outside signs and just 

call巴dout the nam巴ofthe stock cornpany“Yarnaichi Shoken" when巴verh巴sawoutsid巴 signs. In both 

cas巴s，however， the children start巴dshowing th巴irinterests toward the subj巴ctswhich the writer as-

sign巴dinstead of being obsessed with numeral lett巴rsand with outside signs after th巴yund巴rwenta 

number of the musical rhythm therapies. Thus the writer found the therapeutic value of the musical 

rhythm th巴rapyin both cases. 

Th巴majorpoints of this study， the writer wants to巴mphasiz巴， ar巴asfollows: 

1. Teach巴rswill b巴abl巴tolearn the musical rhythm therapy ifth巴ycan mast紅白巴 basicmethodology 

ofth巴rnusictherapy. 

2. The priecipal goal of the therapies to rem巴dyautistic children should be to help them to regain 

their normal relationships with people and Iiving exp巴riences，therefore the therap巴uticvalue of the 

musical rhythm therapy should巴xistin improving of the children's basal Iiving habits and comp巴・

tences to adapt thems巴Ivesto their schools and society. 




